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(鋼板)

技術資料 ＺＡＰ－ＴＰの防食性能 ZAP-TP -01

試験条件および評価
ＺＡＰ－ＴＰ貼付材(素地は鋼板) 比較材

剥離前 左側半面剥離

評
価

全面､亜鉛の灰色の腐食生成物(塩基
性炭酸亜鉛)に覆われているが、亜鉛
箔の減厚は２０μｍ以下で局部腐食
もなく良好な状態を維持している。
剥離面を見ると施工時のケレン跡が
見られ光沢を維持しており、腐食は
一切見られない。
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験

暴
露
条
件

･独立行政法人港湾空港技術研究所殿構
内の海水シャワ－散布付(3.5hr×2回/

日)屋外暴露試験場(神奈川県横須賀市久里

浜湾に面し海から約10m)に暴露
･暴露面を海側､南向きに15°で設置
･暴露期間　約１年
･鋼板が０.７８mm/年 腐食する環境

評
価

全面に亜鉛の灰色の腐食生成物、部
分的に亜鉛の白錆が観察される。
剥離面は、鋼素地のクロスカット部
で亜鉛の犠牲防食効果が確認される
など、良好な防食状態にある。

沿
岸
地
域

暴
露
条
件

･日本海沿岸(新潟県柏崎市)、海岸線
より約２０ｍの屋外に暴露
･暴露面を海向きに鉛直設置
･暴露期間　約３年
･鋼板が０.０４mm/年 腐食する環境

評
価

上部に亜鉛の白錆が部分的に見られ
る。
サンプルの周囲を中心に赤錆が僅か
に見られるが、これはマスキング部
からのもらい錆の影響が主で、剥離
面の鋼素地には赤錆は見られず良好
な防食状態を示している。
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暴
露
条
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･準工業地帯(埼玉県上尾市)の高架水
槽タンク外壁
･設備の稼動等によりタンク表面が結
露する(最大50回以上/日)
･暴露期間　約２５年

暴
露
条
件

　図1に亜鉛板の腐食減量の経時変化
を示す。各水準の平均値をもとに直
線近似を行った結果、傾き0.0637
g/dayの直線が得られた。
この傾きを用いて試験に供試した亜
鉛板が0.1 mm腐食するまでの期間を
求めると約245日となる。
　促進暴露試験ハンドブックの塩水
噴霧と大気暴露の相関性よりSST245
日≒銚子、直江津大気暴露24.5年相
当と計算できる。
(日本ウェザリングテストセンター 促進暴露試
験ハンドブック07 P60引用）
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果

塩水噴霧試験（JIS Z2371に準拠）
5%NaCl、35℃、95％

拡大 

拡大 

図1 腐食減量の経時変化 



海水シャワ－散布付き屋外暴露試験におけるＺＡＰテ－プ貼付鋼板の腐食厚
･被防食材 鋼板

･防食材 ＺＡＰテ－プ

鋼板にＺＡＰテ－プを全面或いは部分的に貼付し上記環境に暴露した。

※：本技術情報は､試験結果であり､内容を保証をするものではありません。

技術資料
ZAP-TP -02ＺＡＰ－ＴＰの防食性能

試
験
条
件 ･暴露環境

独立行政法人 港湾空港技術研究所殿構内の海水
シャワ－散布付(3.5hr×2回/日)屋外暴露試験場
(神奈川県横須賀市久里浜湾に面し海から約10m)で
暴露面を海側、南向きに暴露(右図参照)

試
験
方
法

４０％防食は、右図のように鋼板面積の４０％をＺＡＰテ－プで防食したも
のである。

腐食厚は鋼板の腐食減量、鋼板の面積、鋼板の密度から算出した。
なお４０％防食材の腐食厚のみ、鋼板の暴露面積を使用し算出した。

試
験
結
果

評
価

１年暴露による腐食厚は、裸鋼板が０.７８mmであるのに対し、全面防食材は１０μｍ以下、４０％防
食材は０.２５mmとなり、部分防食でも亜鉛の犠牲防食効果や腐食生成物による腐食抑制効果によって
腐食厚が１／３以下に低減されることが判る。
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